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都市公園等面積 (㏊)

都市公園は全国で、約11万か所、計13万haが設置されている。
都市公園の管理は、地方公共団体又は国土交通大臣が行うこととされている（都市公園法）。
地方公共団体が設置する都市公園の管理について、個所数で12％、面積で39％の都市公園で
指定管理者が管理を行っている。
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都市公園について

都市公園の面積・個所数の推移



〇調査対象団体等 1,365団体
〇調査対象公園数 89,074箇所

■遊具等の設置状況
・遊具等設置総数 388,187基
（前回2020年調査：392,072基（△3,885基））
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都市公園の遊具の現状（2023.3時点）

■遊具等の設置経過年数の状況
・設置後20年以上経過したものが、48.4％
（特に、石の山・コンクリート製の山等、砂場、象形遊具）
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【都市公園等における遊具等の設置状況・安全点検実施状況】（2023.3時点）

■遊具等の点検状況
・公園管理者が実施する遊具等の点検状況については、
日常点検：平均で月に 2.7 回

   （前回R1調査：月2.9回）
定期点検：平均で年に 1.4 回

   （前回R1調査：年1.5回）

○日常点検の頻度 ○定期点検の頻度

■点検後の安全確保措置の状況
・修理・撤去等が必要となった遊具等は、
全数の17.４％にあたる67,602基

○安全確保措置が必要となった割合の高い遊具等
複合遊具（木製）（48.2％）、複合遊具（鋼製）（25.1％）、
フィールドアスレチック用遊具（23.5%）など

○要措置遊具のうち、本格的な措置として撤去の割合が高かった遊具等
回転塔（13.4％）、空気膜構造遊具（11.1％）、スプリング遊具
（9.5％）など

都市公園を取り巻く状況（遊具等）
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滑車部に指を挟む損傷：滑車からロープ下端までの長さが940mm
（遊具の安全に関する規準：1,750mm）

中心最下部
まで転落

一段目の足
場から転落

落下高0.8m

ジャングルジムから落下しボルトに頭を打
ち、頭蓋骨陥没骨折遊具利用中にスプリングが破断し、打撲及び捻挫

近年の遊具事故
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＜2002年３月策定、2008年、2014年、2024年改訂＞
「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」 （国土交通省）

▼ 子供の遊びの特性や過去の事故事例を踏まえ、都市公園における遊具の安全確保に関する基本的
な考え方を示したもの

▼ 公園管理者が講ずべき安全措置に関し、都市公園法に基づく地方公共団体等に対する国の技術
的助言として通知

＜2002年10月策定、2008年、2014年、2024年改訂＞ 
「遊具の安全に関する規準」 （（社）日本公園施設業協会）

▼ 公園遊具の製造メーカーを会員とする社団法人日本公園施設業協会が、国の指針の基本的な考
え方を踏まえ、遊具に関する技術並びに経験、知見を活かして、遊具の安全に関する詳細な規準を
案として取りまとめ

▼ 国の指針と一体となって都市公園における遊具の安全性の向上に寄与することから、策定時に国土
交通省から地方公共団体等に対し情報提供している 

上記指針は、遊具の安全に関するわが国唯一の指針として、公園管理者のみならず、学校等教育機関（文部科学省所管）や福祉施
設管理者（厚生労働省所管）等においても活用されている

都市公園における遊具の安全確保
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○子どもと遊びの重要性を明記
「子どもは…遊びを通して、自らの創造性や主体性を向上させてゆくもの」

通常子どもが飛び降りることができる
ものとして設定する遊具の高さ

落下防止柵を自分の意志で乗り越
えて飛び降りようとする行為

・遊具の不適切な配置や構造
・不十分な維持管理による遊具の不良

人的
要因

物的
要因

・ふざけて押す ・動く遊具に近づく ・過度の利用集中
・幼児が単独で遊ぶ ・絡まりやすい衣服

啓発

規準

リスクの適切な管理
● 遊びの楽しみの要素であり、冒険や挑戦の対象と
なって子どもの発達に必要な危険性（子どもに
とって重要な遊びの価値）

● 子どもが危険を予測し、どのように対処すれば良い
か判断可能な危険性

● 子どもが危険を分かっていて行うことは、リスクへの
挑戦

● 遊びが持っている冒険や挑戦といった遊びの価値
とは関係のないところで事故を発生させるおそれの
ある危険性

● 子どもが予測できず、どのように対処すれば良いか
判断不可能な危険性

● 子どもが危険を分からずに行うことは、リスクへの挑
戦ではない

ハザードの除去

不適切な行動
不適切な服装

都市公園における遊具の安全確保に関する指針について
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○対象施設
主として子どもの利用に供することを目的として、本体の一部が設置面に固定されているもの
（ぶらんこ、すべり台、シーソー、ジャングルジム、ラダー（雲梯）、複合遊具 等）



○遊具の配置及び設置面への配慮
【配置】
遊具と遊具周辺にいる子どもの衝突事故などを防ぐ
ため、遊具周辺も含めた利用動線や各遊具の運動
方向を考慮した安全領域などに配慮する。

【設置面】
硬い設置面には配置せず、必要に応じて設置面へ
の落下に対 する衝撃の緩和措置についても検討す
る。

都市公園における遊具の安全確保に関する指針について
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○公園管理者と地域住民等との連携
・遊具の安全確保にあたっては、保護者・地域住民と連携することが不可欠」

○公園管理者の役割
・計画・設計、製造・施工、維持管理、利用の各段階毎に遊具の安全確保対策を講ずる
・事故が発生した場合は、事故の再発防止のための措置を講ずるとともに事故の発生状況
を記録し、各段階における安全対策に反映させる。

○安全点検
・日常点検においては、腐食・腐朽、変形、摩耗、部材の消失などに注意し、必要に応じて
専門技術者による安全点検を行うものとする



１．はじめに

２．目指す遊び場の姿

２－１ 目指す遊び場の姿

２－２ 遊び場づくりのステップ

３．参考事例（国内８事例、海外３事例、計１１事例）

目次

■国内事例

（１） 遊び場を継続して改善している事例 （国営昭和記念公園）

（２） 利用者の立場に立ったバリアフリー情報提供の事例 （国営海の中道海浜公園）
（３） 当事者・管理者・遊び場の専門家とともに遊び場をつくり、育てている事例 （砧公園）
（４） 遊び場の計画からこどもが参画した事例 （大井坂下公園）
（５） 当事者団体と意見交換を積み重ねて整備した事例 （平塚市総合公園）
（６） 整備後の継続的な利用促進に取り組んでいる事例 （富山県空港スポーツ緑地）
（７） 福祉部局の知見を活用して整備した事例 （インクルーシブ・プレイグラウンドのみ）
（８） 市民団体・小学校とともに取り組む遊び場づくりの事例 （朝熊山麓公園・大仏山公園）

■海外事例

（１） アクセス性に配慮したデザインで遊び場を再整備した事例 （Gabriel Park Playground）
（２） こどもの遊びに関する団体と連携し、こどもを含む多様な関係者の参画を得て整備した事例

 （Tuen Mun Park Children’s Playground）
（３） すべての人を歓迎する遊び場で多様な地域住民の交流が図られている事例

 （Magical Bridge Playground Palo Alto）

みんなが遊べる、みんなで育てる都市公園の遊び場づくり参考事例集(2024.4)
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都市公園の遊び場は、本来、
こどもの能力や特性、背景などにかかわらず、あらゆるこどもに開かれたもの

（１） 誰もが楽しめる魅力的な遊び場
身体を使った遊び、感覚を使った遊び、自然遊び、創造的な遊びなど、遊びの要素が豊富である
冒険や挑戦を促し、こどもにとって魅力的な遊びができる
障害の有無などにかかわらず、こどもが自分にあった遊びを楽しめる
ほかの利用者との自然な関わりが生まれやすい遊び場となっている

（２） 安全で居心地の良い遊び場
遊びの価値を尊重して、こどもの挑戦をうけとめるリスクが適切に管理され、こどもが予期できない
ハザードが除去されている

こどもが安心してのびのびと遊べる居心地の良い環境が確保されている
遊びのサポートが必要な場合に、見守りや付き添いがしやすいよう配慮されている

目指す遊び場の姿

みんなが遊べる、みんなで育てる都市公園の遊び場づくり参考事例集
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みんなが遊べる、みんなで育てる都市公園の遊び場づくり参考事例集

（３）誰もが利用しやすい遊び場
地域全体の遊び場の状況や多様な利用者のニーズ（アクセス等）を踏まえた立地となっている
遊び場が公園の駐車場や出入口から、利用しやすい位置にあり、円滑に移動できる
遊び場周辺の園路やトイレなどがバリアフリー化されている
わかりやすい案内サイン等に加え、安心して公園に来ることができるようウェブサイトなどで事前の情
報提供が行われている

（５）柔軟に管理運営され、進歩していく遊び場
地域と連携したプログラムの実施など遊び場の利用促進が図られている
利用者や地域のニーズに応じて、遊び場の利活用の仕組みやルールが弾力的に運用されている
より良い遊び場とするために、利用の実態、利用者のニーズ・評価などを定期的に収集し、管理運
営にフィードバックされている

（４）地域と共につくり、そだてる遊び場
こども、保護者、子育てや福祉などの関係団体、地域住民や専門家等、多様な主体が参画し、
計画づくりや管理運営に取り組んでいる
これまで遊び場を利用できなかった利用者や地域の意見が取り入れられるよう配慮されている
遊び場をきっかけに地域の交流が進み、こどもの育ちを地域全体で支える意識の醸成につながって
いる
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• こども、保護者、子育てや福祉などの関係団体、地域住民や専門家等、多様な主体が参画し、計画づくりや管理運営に取り組
んでいる

• これまで遊び場を利用できなかった利用者や地域の意見が取り入れられるよう配慮されている

地域とともにつくり、そだてる

場所の選定
アクセスの保障

遊びの選定
遊び環境の充実

安全の確保
快適性の向上

柔軟な管理運営
評価と改善

・ 豊富な遊びの要素
・ 難易度の選択肢
・ 自由度と魅力
・ 他者との自然な交流

遊び場をつくる 遊び場をそだてる遊
び
場

オ
ー
プ
ン

・ ハザードの除去
・ 居心地の良い環境
・ 見守りや付き添いへの
配慮

・ 遊び場の利用促進
・ 柔軟な利活用の仕組み
・ 評価と継続的改善

みんなが遊べる、みんなで育てる都市公園の遊び場づくり参考事例集

遊び場づくりのステップ

・ 地域にある遊び場の
現状・課題の把握

・ 遊び場へのアクセス
・ 周辺の施設の配置
・ 事前の情報提供
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